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(57)【要約】
【課題】バッテリーセルに対して、面状に加熱、冷却を
行うことができ、加熱効率、冷却効率に極めて優れ、バ
ッテリー性能が安定化するとともに、部品点数も少なく
、複雑な構成でなく、小型化、薄型化が可能で、コスト
も低減できるバッテリーパック温度制御・給電システム
を提供する。
【解決手段】複数のバッテリーセル１２と、バッテリー
セル１２の間に介装された板形状のベーパーチャンバー
１６とを積層することにより構成されたバッテリー部２
２と、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベー
パーチャンバー１８）に密着するように配置された熱電
素子２４と、熱電素子２４にその端面が密着するように
、一定間隔離間して延設するように形成された複数のフ
ィン３０を備えたヒートシンク部２６と、ヒートシンク
部２６のフィン３０に対向して配置されたファン部３２
とを備えたバッテリーパック温度制御・給電システム１
０である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のバッテリーセルと、バッテリーセルの間に介装された板形状のベーパーチャンバ
ーとを積層することにより構成されたバッテリー部と、
　前記ベーパーチャンバーの一端の端面に密着するように配置された熱電素子と、
を備えたことを特徴とするバッテリーパック温度制御・給電システム。
【請求項２】
　前記熱電素子にその端面が密着するように、一定間隔離間して延設するように形成され
た複数のフィンを備えたヒートシンク部と、
　前記ヒートシンク部のフィンに対向して配置されたファン部と、
を備えたことを特徴とする請求項１に記載のバッテリーパック温度制御・給電システム。
【請求項３】
　前記熱電素子のヒートシンク部側の温度と、前記熱電素子のベーパーチャンバーの一端
の端面に密着する側の温度との間の温度差に基づいて、
　前記熱電素子に起電力を生じさせて、この電力をバッテリーセル、その他の電気部品の
充電などに利用するように構成されていることを特徴とする請求項２に記載のバッテリー
パック温度制御・給電システム。
【請求項４】
　前記ベーパーチャンバーが、
　前記熱電素子側に密着する側方ベーパーチャンバーと、
　前記側方ベーパーチャンバーから一定間隔離間して形成され、前記バッテリーセルの長
さ方向に延びる複数のベーパーチャンバー本体部と、
から構成されていることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載のバッテリーパッ
ク温度制御・給電システム。
【請求項５】
　前記ベーパーチャンバーが、断面がＬ字形状の板形状の複数のベーパーチャンバーから
構成されていることを特徴とする請求項１から２のいずれかに記載のバッテリーパック温
度制御・給電システム。
【請求項６】
　前記ベーパーチャンバー本体部が、断面がＬ字形状の板形状の複数のベーパーチャンバ
ーから構成されていることを特徴とする請求項４に記載のバッテリーパック温度制御・給
電システム。
【請求項７】
　前記側方ベーパーチャンバーが、熱電素子側に密着する側方ベーパーチャンバー密着本
体部と、
　前記側方ベーパーチャンバー密着本体部から延設して形成され、前記バッテリーセルの
長さ方向に延びる温度差用ベーパーチャンバー延設部とから構成され、
　これにより、前記熱電素子のヒートシンク部側の温度と、前記熱電素子の側方ベーパー
チャンバーの一端の端面に密着する側の温度との間の温度差に基づいて、
　前記熱電素子に起電力を生じさせて、この電力をバッテリーセル、その他の電気部品の
充電などに利用するように構成されていることを特徴とする請求項４に記載のバッテリー
パック温度制御・給電システム。
【請求項８】
　前記ヒートシンク部が、ベーパーチャンバーを備えることを特徴とする請求項１から７
のいずれかに記載のバッテリーパック温度制御・給電システム。
【請求項９】
　前記バッテリー部のバッテリーセルの温度が、２４～３０℃の範囲になるように制御す
る制御装置を備えることを特徴とする請求項１から８のいずれかに記載のバッテリーパッ
ク温度制御・給電システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バッテリーパック温度制御・給電システムに関し、例えば、電気自動車（Ｅ
Ｖ）、ハイブリッド自動車（ＨＶ）、プラグインハイブリッド自動車（ＰＨＶ）など、ニ
ッケル水素電池やリチウムイオン電池などのバッテリーを備えた、各種のバッテリー駆動
の機器に用いられているバッテリーパック温度制御・給電システムに関する。
【０００２】
　本発明は、特に、このようなバッテリーパック温度制御・給電システムにおいて、バッ
テリーセルに対して、加熱、冷却、充電が可能なバッテリーパック温度制御・給電システ
ムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来、このようなバッテリーを冷却するためのバッテリーシステムとして、特許文献1
（特許第５６２５１１５号公報）に開示するようなバッテリーシステムが提案されている
。
【０００４】
　図１１（Ａ）は、特許文献１のバッテリーシステム１００の斜視図、図１１（Ｂ）は、
特許文献１のバッテリーシステム１００の冷却部材１０４の構造を示す斜視図である。
【０００５】
　この特許文献１のバッテリーシステム１００は、図１１（Ａ）に示したように、複数の
板状のバッテリーセル１０２が積層されるとともに、冷却部材１０４が、これらの対向す
るバッテリーセル１０２の間に積層状態で取り付けられている。
【０００６】
　図１１（Ｂ）に示したように、冷却部材１０４は、金属材料で作られており、板状の熱
放出フィン１０６を備えている。そして、この冷却部材１０４の内部に、熱放出フィン１
０６を取り囲むように配置され、クーラントが流通されるクーラント導管１０８を備えて
いる。
【０００７】
　これにより、特許文献１のバッテリーシステム１００は、クーラントが流通されるクー
ラント導管１０８、熱放出フィン１０６を介して、バッテリーセル１０２を冷却するよう
に構成されている。
【０００８】
　また、特許文献２（特開２０１４－５３２７６号公報）には、バッテリーを加熱、冷却
するための空調空気が流れる空間を備えたバッテリーシステムが提案されている。
【０００９】
　図１２（Ａ）は、特許文献２のバッテリーシステムの上面図、図１２（Ｂ）は、特許文
献２のバッテリーシステムの断面図である。
【００１０】
　図１２（Ａ）、図１２（Ｂ）に示したように、特許文献２のバッテリーシステム２００
は、空気の出入りが遮断された密閉型ハウジング２０２と、この密閉型ハウジング２０２
の内部空間の前方と後方に、それぞれ送風機２０４が設けられている。
【００１１】
　そして、密閉型ハウジング２０２の内部空間で、前後方向に対向している２つの送風機
２０４、２０４の間に、上下、前後方向に複数のバッテリーパック２０６が、整列するよ
うに配置されている。
【００１２】
　そして、送風機２０４の中央と対面する位置には、熱電素子２０８が設けられている。
【００１３】
　図１２（Ｂ）に示したように、それぞれのバッテリーパック２０６は、一定幅を有する
水平方向の通気ホール２１０が、上下方向に複数個離隔して形成され、満遍なく空調がな
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されるようなっている。
【００１４】
　すなわち、それぞれのバッテリーパック２０６は、複数のバッテリーセル２１２が垂直
方向に積層されており、各バッテリーセル２１２の上面と下面には、溝が形成されて、積
層時に通気ホール２１０を構成するようになっている。
【００１５】
　これにより、特許文献２のバッテリーシステム２００では、バッテリーパック２０６の
間に形成された通気ホール２１０を介して、空気によって、バッテリーパック２０６を加
熱、冷却するように構成されている。
【００１６】
　また、特許文献３（特開２００９－１５２４４０号公報）には、バッテリーを加熱、冷
却するためのバッテリーシステムが提案されている。
【００１７】
　図１３（Ａ）は、特許文献３のバッテリーシステムの上面図、図１３（Ｂ）は、特許文
献３のバッテリーシステムの部分拡大斜視図、図１４（Ａ）は、図１３（Ｂ）の分解斜視
図、図１４（Ｂ）は、図１３（Ｂ）の断面図である。
【００１８】
　図１３（Ａ）～図１４（Ｂ）に示したように、特許文献３のバッテリーシステム３００
は、筐体３０２を備えており、筐体３０２内に導入するための入口パイプ３０４が連通接
続されている。そして、この入口パイプ３０４の途中には、冷却風を筐体３０２内へ送出
するためのファン３０６が設けられている。
【００１９】
　また、筐体３０２には、バッテリーモジュール３１０を冷却後の冷却風を、筐体３０２
の外へ排出するための出口パイプ３０８が、連通接続されている。
【００２０】
　そして、図１３（Ｂ）～図１４（Ｂ）に示したように、筐体３０２内には、バッテリー
モジュール３１０と、受熱板３１２と、ヒートパイプ３１４と、熱電素子部材３１６と、
複数のフィン３１８を備えたヒートシンク３２０とが組み付けられた状態で収容されてい
る。また、ヒートシンク３２０は、冷却媒体通路３２２に配置されている。
【００２１】
　また、図１４（Ａ）～図１４（Ｂ）に示したように、受熱板３１２は、互いに接合され
、バッテリーモジュール３１０ａ～３１０ｆの内側に、それぞれ密着した状態で組み付け
られた２枚の板状の内側受熱板３２４、３２６が備えられている。
【００２２】
　さらに、受熱板３１２は、バッテリーモジュール３１０ａ～３１０ｆの外側に組み付け
られた外側受熱板３２８、３３０で構成されている。
【００２３】
　また、図１４（Ａ）～図１４（Ｂ）に示したように、受熱板３２４～３３０には、その
厚み方向に凹設された溝３３２が、それぞれの受熱板３２４～３３０の長手方向の全長に
わたって形成されている。
【００２４】
　そして、それぞれの溝３３２に、それぞれ対応するバッテリーモジュール３１０ａ～３
１０ｆの各部が、嵌合した状態で組み付けられている。
【００２５】
　また、図１４（Ａ）～図１４（Ｂ）に示したように、内側受熱板３２４、３２６同士の
接合面には、それぞれのヒートパイプ３１４ａ～３１４ｃを収容するための半円形断面の
溝３３６ａ、３３６ｂが、内側受熱板３２４、３２６の長手方向の全長にわたってそれぞ
れ形成されている。これらの溝３３６ａ、３３６ｂに、ヒートパイプ３１４ａ～３１４ｃ
が収容されている。
【００２６】
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　そしてヒートシンク３２０は、冷却媒体通路３２２を流れる冷却風の流れに沿って、所
定間隔で配置された複数の薄板状のフィン３１８で構成され、その基端側が、板状の基部
３２０ａに立設した状態で設けられている。
【００２７】
　これにより、バッテリーモジュール３１０ａ～３１０ｆを冷却する際には、特許文献３
のバッテリーシステム３００では、入口パイプ３０４から、ファン３０６により冷却風が
、筐体３０２内に導入される。
　そして、冷却媒体通路３２２に配置されたヒートシンク３２０の複数のフィン３１８、
受熱板３１２、ならびに、熱電素子部材３１６による冷却作用、ヒートパイプ３１４ａ～
３１４ｃによって、バッテリーモジュール３１０ａ～３１０ｆを冷却するようになってい
る。
【００２８】
　また、バッテリーモジュール３１０ａ～３１０ｆを加熱する際には、熱電素子部材３１
６の直流電流の向きを変えることにより、バッテリーモジュール３１０ａ～３１０ｆを加
熱するように構成されている。
【００２９】
　また、特許文献４（特許第５０８９８１４号公報）には、バッテリーを加熱、冷却する
ためのバッテリーシステムが提案されている。
【００３０】
　図１５は、特許文献４のバッテリーシステムの斜視図である。
【００３１】
　図１５に示したように、特許文献４のバッテリーシステム４００は、複数のバッテリー
セル４０２が、縦横に整列配置されて、バッテリー４０４を構成している。そして、これ
らのバッテリーセル４０２の間に、複数のヒートパイプ４０６が、長手方向に配置されて
いる。
【００３２】
　また、ヒートパイプ４０６の一端には、加熱手段として、熱電素子などからなる図示し
ないヒーターが連結されており、ヒートパイプ４０６の他方の端部には、複数のフィン４
１０が連結されている。
【００３３】
　これにより、バッテリーセル４０２を加熱する際には、ヒーターの加熱により、ヒート
パイプ４０６を介して、バッテリーセル４０２を加熱するように構成されている。また、
エンジン、空調装置（暖房）からの空気（暖気）をフィン４１０に送ることによって、ヒ
ートパイプ４０６を介して、バッテリーセル４０２を加熱することができるように構成さ
れている。
【００３４】
　また、バッテリーセル４０２を冷却する際には、ヒートパイプ４０６により伝達された
バッテリーセル４０２の熱が、フィン４１０から空気中へと放熱されるように構成されて
いる。また、空調装置（冷却手段）による冷気を、フィン４１０に曝すことにより、さら
に、バッテリーセル４０２を冷却することができるように構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００３５】
【特許文献１】特許第５６２５１１５号公報
【特許文献２】特開２０１４－５３２７６号公報
【特許文献３】特開２００９－１５２４４０号公報
【特許文献４】特許第５０８９８１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３６】
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　しかしながら、このような従来の特許文献１のバッテリーシステム１００では、冷却部
材１０４の内部に、熱放出フィン１０６を取り囲むように、クーラントが流通されるクー
ラント導管１０８を配置しなければならず、複雑な構成であり、大型化してしまい、コス
トも高くつくことになる。
【００３７】
　また、クーラント導管１０８を配設しただけの構造であるので、面状にバッテリーセル
１０２を冷却するのではなく、クーラント導管１０８によって、線状でバッテリーセル１
０２を冷却する構造であり、冷却効率に劣ることになる。
【００３８】
　また、特許文献１のバッテリーシステム１００では、冷却をすることは可能であるが、
例えば、寒冷地などで、バッテリーセル１０２の温度が低下して、バッテリーの活動性が
悪くなった場合に、バッテリーセル１０２を加熱することは不可能である。
【００３９】
　また、特許文献２のバッテリーシステム２００では、熱電素子２０８、送風機２０４を
用いて、複数のバッテリーパック２０６を、加熱、冷却することはできる。
【００４０】
　しかしながら、特許文献２のバッテリーシステム２００では、あくまで送風機２０４か
らの空気による通気ホール２１０を介しての加熱、冷却、ならびに、送風機２０４を介し
て、熱電素子２０８による通気ホール２１０を介しての加熱、冷却であって、加熱、冷却
効率に劣ることになる。
【００４１】
　また、バッテリーセル２１２の上面と下面に、溝を形成して、積層時に通気ホール２１
０を構成しなければならず、また、密閉型ハウジング２０２の内部空間で、前後方向に対
向して２つの送風機２０４、２０４を配置する必要があり、複雑な構成であり、大型化し
てしまい、コストも高くつくことになる。
【００４２】
　また、特許文献３のバッテリーシステム３００では、ヒートシンク３２０の複数のフィ
ン３１８、受熱板３１２、ヒートパイプ３１４ａ～３１４ｃ、ならびに、熱電素子部材３
１６による冷却作用によって、バッテリーモジュール３１０ａ～３１０ｆを冷却すること
はできる。
【００４３】
　また、バッテリーモジュール３１０ａ～３１０ｆを加熱する際には、熱電素子部材３１
６の直流電流の向きを変えることにより、バッテリーモジュール３１０ａ～３１０ｆを加
熱することはできる。
【００４４】
　しかしながら、特許文献３のバッテリーシステム３００では、内側受熱板３２４、３２
６同士の接合面に、ヒートパイプ３１４ａ～３１４ｃを収容するための半円形断面の溝３
３６ａ、３３６ｂが、内側受熱板３２４、３２６の長手方向の全長にわたってそれぞれ形
成して、それぞれのヒートパイプ３１４ａ～３１４ｃを配置しなければならず、複雑な構
成であり、大型化してしまい、コストも高くつくことになる。
【００４５】
　さらに、特許文献３のバッテリーシステム３００では、筐体３０２、入口パイプ３０４
、冷却媒体通路３２２、出口パイプ３０８などを設けなければならず、複雑な構成であり
、大型化してしまい、コストも高くつくことになる。
【００４６】
　また、内側受熱板３２４、３２６同士の接合面に、ヒートパイプ３１４ａ～３１４ｃを
配設しただけの構造であるので、面状にバッテリーモジュール３１０ａ～３１０ｆを加熱
、冷却するのではなく、ヒートパイプ３１４ａ～３１４ｃによって、線状でバッテリーモ
ジュール３１０ａ～３１０ｆを冷却する構造であり、加熱、冷却効率に劣ることになる。
【００４７】
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　さらに、図１３（Ａ）に示したように、ファン３０６に導入された風が、直接、フィン
３１８、熱電素子部材３１６、受熱板３１２に対峙するように接触するのではなく、横方
向から接触するように構成されているので、加熱、冷却効率に劣ることになる。
【００４８】
　また、特許文献４のバッテリーシステム４００では、縦横に整列配置された複数のバッ
テリーセル４０２の間に、複数のヒートパイプ４０６が長手方向に配設しただけの構造で
あるので、面状にバッテリーセル４０２を加熱、冷却するのではなく、ヒートパイプ４０
６によって、線状でバッテリーセル４０２を冷却する構造であり、加熱、冷却効率に劣る
ことになる。
【００４９】
　さらに、特許文献４のバッテリーシステム４００では、ヒーターと、フィン４１０とが
、バッテリーセル４０２の長手方向の逆側の端部に配置されているので、加熱、冷却効率
に劣ることになる。
【００５０】
　また、特許文献１～特許文献２のバッテリーシステム１００～４００においては、いず
れもバッテリーセル自体に充電する機能を備えていない。
【００５１】
　本発明は、このような現状に鑑み、バッテリーセルに対して、面状に加熱、冷却を行う
ことができ、加熱効率、冷却効率に極めて優れ、バッテリー性能が安定化するとともに、
部品点数も少なく、複雑な構成でなく、小型化、薄型化が可能で、コストも低減できるバ
ッテリーパック温度制御・給電システムを提供することを目的とする。
【００５２】
　また、本発明は、バッテリーセル、その他の電気部品の充電などに利用することができ
る機能を備えた極めて便利なバッテリーパック温度制御・給電システムを提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００５３】
　本発明は、前述したような従来技術における課題及び目的を達成するために発明された
ものであって、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　複数のバッテリーセルと、バッテリーセルの間に介装された板形状のベーパーチャンバ
ーとを積層することにより構成されたバッテリー部と、
　前記ベーパーチャンバーの一端の端面に密着するように配置された熱電素子と、
を備えたことを特徴とする。
【００５４】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記熱電素子にその端面が密着するように、一定間隔離間して延設するように形成され
た複数のフィンを備えたヒートシンク部と、
　前記ヒートシンク部のフィンに対向して配置されたファン部と、
を備えたことを特徴とする。
【００５５】
　このように構成することによって、バッテリーセルの間に、板形状のベーパーチャンバ
ーが積層された構造であるので、熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセ
ルを、面状に加熱、冷却を行うことができ、加熱効率、冷却効率に極めて優れ、バッテリ
ー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システムを提供することができる。
【００５６】
　また、部品点数も少なく、複雑な構成でなく、小型化、薄型化が可能で、コストも低減
できるバッテリーパック温度制御・給電システムを提供することができる。
【００５７】
　さらに、ファン部が、ヒートシンク部の複数のフィンに対向して配置されているので、
ファン部からの加熱、冷却風が、直接、フィン、熱電素子、ベーパーチャンバーの端面に
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接触して、加熱、冷却を行うことができ、加熱効率、冷却効率に極めて優れ、バッテリー
性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システムを提供することができる。
【００５８】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムによれば、熱電素子、ベーパ
ーチャンバーを介して、バッテリーセルを、面状に加熱、冷却を行うことができ、バッテ
リー部のバッテリーセルの温度が、２４～３０℃の範囲になるように制御することができ
る。
　このため、最適なバッテリーの活動温度を得ることができ、バッテリーの寿命も向上し
、バッテリー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システムを提供すること
ができる。
【００５９】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記バッテリー部を冷却する際には、
　前記熱電素子に電圧を負荷して、ベーパーチャンバーの一端の端面を冷却するように構
成されているとともに、
　前記ファン部を駆動して、ヒートシンク部、熱電素子を介して、ベーパーチャンバーの
一端の端面を冷却するように構成され、これにより、
　前記ヒートシンク部、熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルを冷却
するように構成されていることを特徴とする。
【００６０】
　このように構成することによって、バッテリー部を冷却する際には、熱電素子に電圧を
負荷するとともに、ファン部を駆動するだけで良い。
【００６１】
　これにより、熱電素子によって、ベーパーチャンバーの一端の端面が冷却されるととも
に、ファン部からの冷却風によって、ヒートシンク部、熱電素子を介して、ベーパーチャ
ンバーの一端の端面が冷却される。
【００６２】
　その結果、ヒートシンク部、熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセル
が効率よく冷却され、冷却効率に極めて優れ、バッテリー性能が安定化したバッテリーパ
ック温度制御・給電システムを提供することができる。
【００６３】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記バッテリー部を冷却する際には、
　前記熱電素子に電圧を負荷して、ベーパーチャンバーの一端の端面を冷却するように構
成されているとともに、
　前記ファン部を駆動して、ヒートシンク部、熱電素子を冷却するように構成されている
ことを特徴とする。
【００６４】
　このように構成することによって、バッテリー部を冷却するために、加熱された熱電素
子の他端面、すなわち、熱電素子のヒートシンク部側の面を、ファン部の冷却風で冷却す
ることができる。
　このため、熱電素子の加熱を防止することができ、熱電素子が損傷したりするのを防止
することができ、熱電素子の熱電素子としての機能を維持することができ、バッテリー性
能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システムを提供することができる。
【００６５】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記バッテリー部を冷却する際には、
　前記熱電素子に電圧を負荷して、ベーパーチャンバーの一端の端面を冷却するように構
成されているとともに、
　前記ファン部の駆動を停止するように構成され、これにより、
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　前記熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルを冷却するように構成さ
れていることを特徴とする。
【００６６】
　このように構成することによって、バッテリーセルの温度が上昇して、バッテリーの性
能が低下しないように、バッテリー部を冷却する際には、熱電素子に電圧を負荷するとと
もに、ファン部の駆動を停止するだけで良い。
【００６７】
　これにより、熱電素子によって、ベーパーチャンバーの一端の端面が冷却され、熱電素
子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルが冷却される。
【００６８】
　その結果、熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルが効率よく冷却さ
れ、冷却効率に極めて優れ、バッテリー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給
電システムを提供することができる。
【００６９】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記バッテリー部を加熱する際には、
　前記熱電素子に電圧を負荷して、ベーパーチャンバーの一端の端面を加熱するように構
成されているとともに、
　前記ファン部の駆動を停止するように構成され、これにより、
　前記熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルを加熱するように構成さ
れていることを特徴とする。
【００７０】
　このように構成することによって、例えば、寒冷地などで、バッテリーセルの温度が低
下して、バッテリーの活動性が悪くなった場合に、バッテリー部を加熱する際には、熱電
素子に電圧を負荷（冷却時とは逆向きの直流電流を負荷）するとともに、ファン部の駆動
を停止するだけで良い。
【００７１】
　これにより、熱電素子によって、ベーパーチャンバーの一端の端面が加熱され、熱電素
子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルが加熱される。
【００７２】
　その結果、熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルが効率よく加熱さ
れ、加熱効率に極めて優れ、バッテリー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給
電システムを提供することができる。
【００７３】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記バッテリー部を加熱する際には、
　前記熱電素子に電圧を負荷して、ベーパーチャンバーの一端の端面を加熱するように構
成されているとともに、
　前記ファン部を駆動して、ヒートシンク部、熱電素子を介して、ベーパーチャンバーの
一端の端面を加熱するように構成され、これにより、
　前記ヒートシンク部、熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルを加熱
するように構成されていることを特徴とする。
【００７４】
　このように構成することによって、例えば、寒冷地などで、バッテリーセルの温度が低
下して、バッテリーの活動性が悪くなった場合に、バッテリー部を加熱する際には、熱電
素子に電圧を負荷（冷却時とは逆向きの直流電流を負荷）するとともに、ファン部を駆動
するだけで良い。
【００７５】
　これにより、熱電素子によって、ベーパーチャンバーの一端の端面が加熱されるととも
に、例えば、エンジンなどの暖気を用いて、ファン部からの加熱風によって、ヒートシン
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ク部、熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルが加熱される。
【００７６】
　その結果、ヒートシンク部、熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセル
が効率よく加熱され、加熱効率に極めて優れ、バッテリー性能が安定化したバッテリーパ
ック温度制御・給電システムを提供することができる。
【００７７】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記バッテリー部を加熱する際には、
　前記熱電素子に電圧を負荷して、ベーパーチャンバーの一端の端面を加熱するように構
成されているとともに、
　前記ファン部を駆動して、ヒートシンク部、熱電素子を加熱するように構成されている
ことを特徴とする。
【００７８】
　このように構成することによって、例えば、寒冷地などで、バッテリーセルの温度が低
下して、バッテリーの活動性が悪くなった場合に、バッテリー部を加熱する際には、熱電
素子に電圧を負荷するとともに、ファン部を駆動するだけで良い。
【００７９】
　これにより、熱電素子によって、ベーパーチャンバーの一端の端面が加熱され、熱電素
子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルが加熱される。
【００８０】
　その結果、熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルが効率よく加熱さ
れ、加熱効率に極めて優れ、バッテリー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給
電システムを提供することができる。
【００８１】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記熱電素子のヒートシンク部側の温度と、前記熱電素子のベーパーチャンバーの一端
の端面に密着する側の温度との間の温度差に基づいて、
　前記熱電素子に起電力を生じさせて、この電力をバッテリーセル、その他の電気部品の
充電などに利用するように構成されていることを特徴とする。
【００８２】
　このように構成することによって、熱電素子のヒートシンク部側の温度と、熱電素子の
ベーパーチャンバーの一端の端面に密着する側の温度との間の温度差に基づいて、熱電素
子に起電力が生じる。
【００８３】
　この電力を、バッテリーセルの充電や、例えば、ＬＥＤヘッドライトなどのその他の電
気部品の充電などに利用することができ、極めて便利である、バッテリーセルの充電効率
も向上する。
【００８４】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記ベーパーチャンバーが、
　前記熱電素子側に密着する側方ベーパーチャンバーと、
　前記側方ベーパーチャンバーから一定間隔離間して形成され、前記バッテリーセルの長
さ方向に延びる複数のベーパーチャンバー本体部と、
から構成されていることを特徴とする。
【００８５】
　このように構成することによって、熱電素子側に密着する側方ベーパーチャンバーが形
成されているので、熱電素子との間の伝熱効果に優れ、加熱、冷却効率に優れる。
【００８６】
　また、側方ベーパーチャンバーから一定間隔離間して形成され、前記バッテリーセルの
長さ方向に延びる複数のベーパーチャンバー本体部を備えているので、これらの複数のベ
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ーパーチャンバー本体部の間隙に、バッテリーセルを積層することができ、組み立てが容
易で、製造工程も複雑化することなく、コストを低減することができる。
【００８７】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記ベーパーチャンバーが、断面がＬ字形状の板形状の複数のベーパーチャンバーから
構成されていることを特徴とする。
【００８８】
　このように構成することによって、断面がＬ字形状の板形状の複数のベーパーチャンバ
ーを積層することによって、これらの複数のベーパーチャンバーの間隙に、バッテリーセ
ルを積層することができ、組み立てが容易で、製造工程も複雑化することなく、コストを
低減することができる。
【００８９】
　しかも、ベーパーチャンバーの断面がＬ字形状の一端部分で、熱電素子が密着する端面
を一体的に構成でき、熱電素子との間の伝熱効果に優れ、加熱、冷却効率に優れる。
【００９０】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記ベーパーチャンバー本体部が、断面がＬ字形状の板形状の複数のベーパーチャンバ
ーから構成されていることを特徴とする。
【００９１】
　このように、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムでは、ベーパーチャン
バー本体部が、断面がＬ字形状の板形状の複数のベーパーチャンバーから構成されていて
もよい。
　これにより、ベーパーチャンバー本体部の断面がＬ字形状の一端部分で、側方ベーパー
チャンバーに接触するので、熱電素子との間の伝熱効果にさらに優れ、加熱、冷却効率に
優れる。
【００９２】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、
　前記側方ベーパーチャンバーが、熱電素子側に密着する側方ベーパーチャンバー密着本
体部と、
　前記側方ベーパーチャンバー密着本体部から延設して形成され、前記バッテリーセルの
長さ方向に延びる温度差用ベーパーチャンバー延設部とから構成され、
　これにより、前記熱電素子のヒートシンク部側の温度と、前記熱電素子の側方ベーパー
チャンバーの一端の端面に密着する側の温度との間の温度差に基づいて、
　前記熱電素子に起電力を生じさせて、この電力をバッテリーセル、その他の電気部品の
充電などに利用するように構成されている。
【００９３】
　このように構成することによって、側方ベーパーチャンバー密着本体部から延設して形
成され、バッテリーセルの長さ方向に延びる温度差用ベーパーチャンバー延設部によって
、例えば、エアコンによる暖房または冷房の温度、車体などの外気の温度が側方ベーパー
チャンバーに伝達されやすくなる。
【００９４】
　その結果、この温度差用ベーパーチャンバー延設部の温度と、熱電素子の側方ベーパー
チャンバー密着本体部一端の端面に密着する側の温度との間の温度差に基づいて、より高
い起電力が発生することになる。
【００９５】
　これにより、この高い電力を、バッテリーセルの充電や、例えば、ＬＥＤヘッドライト
などのその他の電気部品の充電などに利用することができ、極めて便利である、バッテリ
ーセルの充電効率もさらに向上する。
【００９６】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、前記ヒートシンク部が、
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ベーパーチャンバーを備えることを特徴とする。
【００９７】
　このように、ヒートシンク部が、ベーパーチャンバーを備えることによって、このヒー
トシンク部のベーパーチャンバーにより、熱電素子、ベーパーチャンバー、バッテリセル
への伝熱効率が向上することになって、加熱、冷却を効率的に行うことができ、加熱効率
、冷却効率に極めて優れ、バッテリー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電
システムを提供することができる。
【００９８】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムは、前記バッテリー部のバッ
テリーセルの温度が、２４～３０℃の範囲になるように制御する制御装置を備えることを
特徴とする。
【００９９】
　このため、最適なバッテリーの活動温度（２４～３０℃の範囲）を得ることができ、バ
ッテリー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システムを提供することがで
きる。
【発明の効果】
【０１００】
　本発明によれば、バッテリーセルの間に、板形状のベーパーチャンバーが積層された構
造であるので、熱電素子、ベーパーチャンバーを介して、バッテリーセルを、面状に加熱
、冷却を行うことができ、加熱効率、冷却効率に極めて優れ、バッテリー性能が安定化し
たバッテリーパック温度制御・給電システムを提供することができる。
【０１０１】
　また、部品点数も少なく、複雑な構成でなく、小型化、薄型化が可能で、コストも低減
できるバッテリーパック温度制御・給電システムを提供することができる。
【０１０２】
　さらに、ファン部が、ヒートシンク部の複数のフィンに対向して配置されているので、
ファン部からの加熱、冷却風が、直接、フィン、熱電素子、ベーパーチャンバーの端面に
接触して、加熱、冷却を行うことができ、加熱効率、冷却効率に極めて優れ、バッテリー
性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システムを提供することができる。
【０１０３】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムによれば、熱電素子、ベーパ
ーチャンバーを介して、バッテリーセルを、面状に加熱、冷却を行うことができ、バッテ
リー部のバッテリーセルの温度が、２４～３０℃の範囲になるように制御することができ
る。
　このため、最適なバッテリーの活動温度を得ることができ、バッテリーの寿命も向上し
、バッテリー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システムを提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０４】
【図１】図１は、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムを概念的に示す分解
斜視図である。
【図２】図２は、図１のバッテリーパック温度制御・給電システムの断面図である。
【図３】図３は、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムにおいて、バッテリ
ー部を冷却する際の作動状態を説明するバッテリーパック温度制御・給電システムのブロ
ック図である。
【図４】図４は、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムにおいて、バッテリ
ー部を冷却する際の別の作動状態を説明するバッテリーパック温度制御・給電システムの
ブロック図である。
【図５】、図５は、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムにおいて、バッテ
リー部を加熱する際の作動状態を説明するバッテリーパック温度制御・給電システムのブ
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ロック図である。
【図６】図６は、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムにおいて、バッテリ
ー部を加熱する際の別の作動状態を説明するバッテリーパック温度制御・給電システムの
ブロック図である。
【図７】図７は、本発明の別の実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０の
図２と同様な断面図である。
【図８】図８は、本発明の別の実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０の
図２と同様な断面図である。
【図９】図９は、本発明の別の実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０の
図２と同様な断面図である。
【図１０】図１０（Ａ）は、本発明の別の実施例のバッテリーパック温度制御・給電シス
テム１０のヒートシンク部２６の別の実施例を示す分解断面図、図１０（Ｂ）は、図１０
（Ａ）に示したヒートシンク部２６の組み立てた状態を説明する断面図である。
【図１１】図１１（Ａ）は、特許文献１のバッテリーシステム１００の斜視図、図１１（
Ｂ）は、特許文献１のバッテリーシステム１００の冷却部材１０４の構造を示す斜視図で
ある。
【図１２】図１２（Ａ）は、特許文献２のバッテリーシステムの上面図、図１２（Ｂ）は
、特許文献２のバッテリーシステムの断面図である。
【図１３】図１３（Ａ）は、特許文献３のバッテリーシステムの上面図、図１３（Ｂ）は
、特許文献３のバッテリーシステムの部分拡大斜視図である。
【図１４】図１４（Ａ）は、図１３（Ｂ）の分解斜視図、図１４（Ｂ）は、図１３（Ｂ）
の断面図である。
【図１５】図１５は、特許文献４のバッテリーシステムの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０１０５】
　以下、本発明の実施の形態（実施例）を図面に基づいてより詳細に説明する。
（実施例１）
【０１０６】
　図１は、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システムを概念的に示す分解斜視図
、図２は、図１のバッテリーパック温度制御・給電システムの断面図、図３は、本発明の
バッテリーパック温度制御・給電システムにおいて、バッテリー部を冷却する際の作動状
態を説明するバッテリーパック温度制御・給電システムのブロック図、図５は、本発明の
バッテリーパック温度制御・給電システムにおいて、バッテリー部を加熱する際の作動状
態を説明するバッテリーパック温度制御・給電システムのブロック図、図６は、本発明の
バッテリーパック温度制御・給電システムにおいて、バッテリー部を加熱する際の別の作
動状態を説明するバッテリーパック温度制御・給電システムのブロック図である。
【０１０７】
　図１～図５において、符号１０は、全体で本発明のバッテリーパック温度制御・給電シ
ステムを示している。
【０１０８】
　なお、図１においては、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システム１０を概念
的に示すため、便宜上、バッテリーセル１２とベーパーチャンバー１６のベーパーチャン
バー本体部２０との間は、間隙が開いた状態で示しているが、実際上は、バッテリーセル
１２とベーパーチャンバー１６のベーパーチャンバー本体部２０との間は、密着した状態
となっている。
【０１０９】
　また、後述する図９の実施例に示したように、本発明のバッテリーパック温度制御・給
電システム１０では、バッテリー部２２、熱電素子２４、ヒートシンク部２６、ならびに
、ファン部３２が、外箱ケース４４に収容され、ファン部３２から、外気や、エアコンな
どの暖気、冷気を取り入れることができるように構成しても良い。
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【０１１０】
　また、このような場合、外箱ケース４４は、内部のバッテリー部２２、熱電素子２４、
ヒートシンク部２６、ならびに、ファン部３２を交換できるように、一部分が脱着自在に
構成することもできる。
【０１１１】
　本発明のバッテリーパック温度制御・給電システム１０は、図１～図５に示したように
、平面視で矩形形状の板状の複数のバッテリーセル１２を備えており、これらの複数の板
形状のバッテリーセル１２が、積層された構造となっている。
【０１１２】
　また、ベーパーチャンバー１６を備えており、このベーパーチャンバー１６は、矩形状
の側方ベーパーチャンバー１８を備えている。そして、この側方ベーパーチャンバー１８
から上下方向に一定間隔離間して形成され、バッテリーセル１２の長さ方向に延び、バッ
テリーセル１２と略同じ形状の板状の（平面視で矩形形状の板状の）、複数のベーパーチ
ャンバー本体部２０が備えられている。
【０１１３】
　図１、図２に示したように、ベーパーチャンバー１６の複数のベーパーチャンバー本体
部２０の間に形成された間隙Ｓに、それぞれバッテリーセル１２が介装され、ベーパーチ
ャンバー本体部２０と、バッテリーセル１２とが、相互に密着した状態となっている。
【０１１４】
　これらのベーパーチャンバー１６、バッテリーセル１２とで、バッテリー部２２が構成
されている。
【０１１５】
　なお、ベーパーチャンバー１６は、従来公知のベーパーチャンバーを用いることができ
、特に限定されるものではないが、例えば、アルミ製などの金属から製造され、その内部
（すなわち、側方ベーパーチャンバー１８、ベーパーチャンバー本体部２０の内部）に、
熱媒体流通空間が形成され、熱媒体流通空間に封入される熱媒体としては、冷媒、として
、例えば、アセトン、アルコールなどの冷媒が封入された構造のものである。
【０１１６】
　また、図１、図２に示したように、バッテリー部２２のベーパーチャンバー１６の一端
の端面、すなわち、側方ベーパーチャンバー１８には、矩形形状の、例えば、ペルチェ素
子などからなる熱電素子２４が、密着状態で配置されている。
【０１１７】
　さらに、この熱電素子２４に、その端面が密着するように、ヒートシンク部２６が配置
されている。
【０１１８】
　すなわち、図１に示したように、ヒートシンク部２６は、熱電素子２４に密着する矩形
形状の基端部２８と、この基端部２８から、一定間隔離間して延設するように形成された
複数のフィン３０とを備えている。
【０１１９】
　また、ヒートシンク部２６の複数のフィン３０に対向するように、羽根３２ａを備えた
ファン部３２が配置されている。
【０１２０】
　このように構成することによって、バッテリーセル１２の間に、板形状のベーパーチャ
ンバー１６（ベーパーチャンバー本体部２０）が積層された構造であるので、熱電素子２
４、ベーパーチャンバー１６を介して、バッテリーセル１２を、図１の矢印で示したよう
に、面状に加熱、冷却を行うことができ、加熱効率、冷却効率に極めて優れ、バッテリー
性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システム１０を提供することができる
。
【０１２１】
　また、部品点数も少なく、複雑な構成でなく、小型化、薄型化が可能で、コストも低減
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できるバッテリーパック温度制御・給電システム１０を提供することができる。
【０１２２】
　さらに、図１、図２に示したように、ファン部３２が、ヒートシンク部２６の複数のフ
ィン３０に対向して配置されているので、ファン部３２からの加熱、冷却風が、直接、フ
ィン３０、熱電素子２４、ベーパーチャンバー１６の端面（側方ベーパーチャンバー１８
）に接触して、加熱、冷却を行うことができ、加熱効率、冷却効率に極めて優れ、バッテ
リー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システム１０を提供することがで
きる。
【０１２３】
　このように構成される本発明のバッテリーパック温度制御・給電システム１０では、以
下のように作動される。
【０１２４】
　すなわち、図３に示したように、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システム１
０は、バッテリーセル１２の温度が上昇して、バッテリーの性能が低下しないように、バ
ッテリー部２２（バッテリーセル１２）を冷却する際には、以下のように作動される。
【０１２５】
　先ず、制御装置３４の制御により、電源３６から熱電素子２４に電圧（直流電流）を負
荷して、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）を冷却す
る。
【０１２６】
　そして、制御装置３４の制御により、ファン部３２の羽根３２ａを駆動して、ヒートシ
ンク部２６の複数のフィン３０、基端部２８、熱電素子２４を介して、ベーパーチャンバ
ー１６の一端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）を冷却する。
【０１２７】
　これにより、ヒートシンク部２６の複数のフィン３０、基端部２８、熱電素子２４を介
して、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）、ベーパー
チャンバー本体部２０を介して、バッテリーセル１２を冷却するように構成されている。
【０１２８】
　このように構成することによって、バッテリー部２２（バッテリーセル１２）を冷却す
る際には、熱電素子２４に電圧を負荷するとともに、ファン部３２を駆動するだけで良い
。
【０１２９】
　これにより、熱電素子２４によって、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベー
パーチャンバー１８）が冷却されるとともに、ファン部３２からの冷却風によって、ヒー
トシンク部２６の複数のフィン３０、基端部２８、熱電素子２４を介して、ベーパーチャ
ンバー１６の一端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）が冷却される。
【０１３０】
　その結果、ヒートシンク部２６の複数のフィン３０、基端部２８、熱電素子２４を介し
て、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）、ベーパーチ
ャンバー本体部２０を介して、バッテリーセル１２が効率よく冷却され、冷却効率に極め
て優れ、バッテリー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システム１０を提
供することができる。
【０１３１】
　また、図４に示したように、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システム１０は
、バッテリーセル１２の温度が上昇して、バッテリーの性能が低下しないように、バッテ
リー部２２（バッテリーセル１２）を冷却する際には、以下のように作動される。
【０１３２】
　先ず、制御装置３４の制御により、電源３６から熱電素子２４に電圧を負荷して、ベー
パーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）を冷却する。
【０１３３】
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　そして、制御装置３４の制御により、ファン部３２の駆動を停止する。
【０１３４】
　これにより、熱電素子２４を介して、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベー
パーチャンバー１８）、ベーパーチャンバー本体部２０を介して、バッテリーセル１２を
冷却するように構成されている。
【０１３５】
　このように構成することによって、バッテリーセル１２の温度が上昇して、バッテリー
の性能が低下しないように、バッテリー部２２（バッテリーセル１２）を冷却する際には
、熱電素子２４に電圧を負荷（冷却時とは逆向きの直流電流を負荷）するとともに、ファ
ン部３２の駆動を停止するだけで良い。
【０１３６】
　これにより、熱電素子２４によって、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベー
パーチャンバー１８）が冷却され、熱電素子２４を介して、ベーパーチャンバー１６の一
端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）、ベーパーチャンバー本体部２０を介して、バ
ッテリーセル１２が冷却される。
【０１３７】
　その結果、熱電素子２４を介して、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパ
ーチャンバー１８）、ベーパーチャンバー本体部２０を介して、バッテリーセル１２が効
率よく冷却され、冷却効率に極めて優れ、バッテリー性能が安定化したバッテリーパック
温度制御・給電システム１０を提供することができる。
【０１３８】
　なお、後述する図９の実施例に示したように、バッテリー部２２、熱電素子２４、ヒー
トシンク部２６、ならびに、ファン部３２を、外箱ケース４４に収容して、バッテリー部
２２と、熱電素子２４ヒートシンク部２６、ファン部３２との間を、シール部材によりシ
ール構造として、バッテリー部２２内に、水分が侵入しないような構造とすることができ
る。
【０１３９】
　従って、このようなシール構造の場合には、図３の冷却操作の場合、ファン部３２から
の冷却風は、バッテリー部２２内には直接侵入しないようにすることも可能である。
　すなわち、ファン部３２からの冷却風は、ヒートシンク部２６、熱電素子２４を冷却し
て、これにより、ベーパーチャンバー１６を介して、バッテリーセル１２を冷却するよう
に構成されている。
【０１４０】
　しかしながら、前述したように、ファン部３２からの冷却風は、バッテリー部２２内に
侵入させるようにして、バッテリーセル１２を、冷却することも可能である。
【０１４１】
　一方、図５に示したように、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システム１０は
、例えば、寒冷地などで、バッテリーセル１２の温度が低下して、バッテリーの活動性が
悪くなった場合に、バッテリー部２２（バッテリーセル１２）を加熱する際には、以下の
ように作動される。
【０１４２】
　先ず、制御装置３４の制御により、電源３６から熱電素子２４に電圧（冷却する際とは
、逆向きの直流電流）を負荷して、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパー
チャンバー１８）を加熱する。
【０１４３】
　そして、制御装置３４の制御により、ファン部３２の駆動を停止する。
【０１４４】
　これにより、熱電素子２４を介して、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベー
パーチャンバー１８）、ベーパーチャンバー本体部２０を介して、バッテリーセル１２を
加熱するように構成されている。
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【０１４５】
　このように構成することによって、例えば、寒冷地などで、バッテリーセルの温度が低
下して、バッテリーの活動性が悪くなった場合に、バッテリー部２２（バッテリーセル１
２）を加熱する際には、熱電素子２４に電圧を負荷（冷却時とは逆向きの直流電流を負荷
）するとともに、ファン部３２の駆動を停止するだけで良い。
【０１４６】
　これにより、熱電素子２４によって、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベー
パーチャンバー１８）が加熱され、熱電素子２４を介して、ベーパーチャンバー１６の一
端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）、ベーパーチャンバー本体部２０を介して、バ
ッテリーセル１２が加熱される。
【０１４７】
　その結果、熱電素子２４を介して、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパ
ーチャンバー１８）、ベーパーチャンバー本体部２０を介して、バッテリーセル１２が効
率よく加熱され、加熱効率に極めて優れ、バッテリー性能が安定化したバッテリーパック
温度制御・給電システム１０を提供することができる。
【０１４８】
　なお、これらの加熱、冷却の際には、バッテリーセル１２の温度が、温度センサー３８
によって検知されて、バッテリーセル１２の温度が所定の温度、例えば、２４～３２℃程
度になるように制御されるようになっている。
　このため、最適なバッテリーの活動温度を得ることができ、バッテリーの寿命も向上し
、バッテリー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システム１０を提供する
ことができる。
【０１４９】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システム１０では、図６に示したよう
に、例えば、寒冷地などで、バッテリーセル１２の温度が低下して、バッテリーの活動性
が悪くなった場合に、バッテリー部２２（バッテリーセル１２）を加熱する際には、以下
のように作動させることも可能である。
【０１５０】
　先ず、制御装置３４の制御により、電源３６から熱電素子２４に電圧（冷却する際とは
、逆向きの直流電流）を負荷して、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパー
チャンバー１８）を加熱する。
【０１５１】
　そして、制御装置３４の制御により、ファン部３２の羽根３２ａを駆動して、例えば、
エンジンなどの暖気を用いて、ファン部３２からの加熱風によって、ヒートシンク部２６
の複数のフィン３０、基端部２８、熱電素子２４を介して、ベーパーチャンバー１６の一
端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）を加熱する。
【０１５２】
　これにより、ヒートシンク部２６の複数のフィン３０、基端部２８、熱電素子２４を介
して、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）、ベーパー
チャンバー本体部２０を介して、バッテリーセル１２を加熱するように構成されている。
【０１５３】
　このように構成することによって、例えば、寒冷地などで、バッテリーセル１２の温度
が低下して、バッテリーの活動性が悪くなった場合に、バッテリー部２２（バッテリーセ
ル１２）を加熱する際には、熱電素子２４に電圧を負荷（冷却時とは逆向きの直流電流を
負荷）するとともに、ファン部３２を駆動するだけで良い。
【０１５４】
　これにより、熱電素子２４によって、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベー
パーチャンバー１８）が加熱されるとともに、例えば、エンジンなどの暖気を用いて、フ
ァン部３２からの加熱風によって、ヒートシンク部２６の複数のフィン３０、基端部２８
、熱電素子２４を介して、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパーチャンバ
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ー１８）、ベーパーチャンバー本体部２０を介して、バッテリーセル１２が加熱される。
【０１５５】
　その結果、ヒートシンク部２６の複数のフィン３０、基端部２８、熱電素子２４を介し
て、ベーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）、ベーパーチ
ャンバー本体部２０を介して、バッテリーセル１２が効率よく加熱され、加熱効率に極め
て優れ、バッテリー性能が安定化したバッテリーパック温度制御・給電システム１０を提
供することができる。
【０１５６】
　なお、後述する図９の実施例に示したように、バッテリー部２２、熱電素子２４、ヒー
トシンク部２６、ならびに、ファン部３２を、外箱ケース４４に収容して、バッテリー部
２２と、熱電素子２４ヒートシンク部２６、ファン部３２との間を、シール部材によりシ
ール構造として、バッテリー部２２内に、水分が侵入しないような構造とすることができ
る。
【０１５７】
　従って、このようなシール構造の場合には、図６の加熱操作の場合、ファン部３２から
の加熱風は、バッテリー部２２内には直接侵入しないようにすることも可能である。
　すなわち、ファン部３２からの加熱風は、ヒートシンク部２６、熱電素子２４を加熱し
て、これにより、ベーパーチャンバー１６を介して、バッテリーセル１２を加熱するよう
に構成されている
【０１５８】
　しかしながら、前述したように、ファン部３２からの加熱風は、バッテリー部２２内に
侵入させるようにして、バッテリーセル１２を、加熱することも可能である。
【０１５９】
　さらに、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システム１０は、図３～図６に示し
たように、熱電素子２４のヒートシンク部２６側の温度と、熱電素子２４のベーパーチャ
ンバー１６の一端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）に密着する側の温度との間の温
度差に基づいて、熱電素子２４に起電力を生じさせて、この電力をバッテリーセル１２の
充電や、例えば、ＬＥＤヘッドライトなどのその他の電気部品の充電などに利用するよう
に構成されていても良い。
【０１６０】
　すなわち、熱電素子２４からバッテリーセル１２に、電力供給ライン４０を電気的に接
続することによって、熱電素子２４のヒートシンク部２６側の温度と、熱電素子２４のベ
ーパーチャンバー１６の一端の端面（側方ベーパーチャンバー１８）に密着する側の温度
との間の温度差に基づいて、熱電素子２４に生じた起電力を、バッテリーセル１２をバッ
テリーセル１２の充電や、例えば、ＬＥＤヘッドライトなどのその他の電気部品の充電な
どに利用することができ、極めて便利であり、バッテリーセル１２の充電効率も向上する
。
（実施例２）
【０１６１】
　図７は、本発明の別の実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０の図２と
同様な断面図である。
【０１６２】
　この実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０は、図１～図６に示したバ
ッテリーパック温度制御・給電システム１０と基本的には同様な構成であり、同一の構成
部材には、同一の参照番号を付して、その詳細な説明を省略する。
【０１６３】
　この実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０では、図７に示したように
、ベーパーチャンバー１６が、断面がＬ字形状の板形状の複数のベーパーチャンバー１４
から構成されている。
【０１６４】
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　すなわち、ベーパーチャンバー１４は、一端の端面を構成する側方ベーパーチャンバー
１４ａと、バッテリーセル１２の長さ方向に延び、バッテリーセル１２と略同じ形状の板
状のベーパーチャンバー本体部１４ｂが備えられている。
　なお、図７に示したように、上端部のベーパーチャンバー１４は、板形状のベーパーチ
ャンバー１４ｄとなっている。
【０１６５】
　このように構成することによって、断面がＬ字形状の板形状の複数のベーパーチャンバ
ー１４を積層することによって、これらの複数のベーパーチャンバー１４の間隙Ｓに、バ
ッテリーセル１２を積層することができ、組み立てが容易で、製造工程も複雑化すること
なく、コストを低減することができる。
【０１６６】
　しかも、ベーパーチャンバー１４の断面がＬ字形状の一端部分（側方ベーパーチャンバ
ー１４ａ）で、熱電素子２４が密着する端面１４ｃを一体的に構成でき、熱電素子２４と
の間の伝熱効果に優れ、加熱、冷却効率に優れる。
（実施例３）
【０１６７】
　図８は、本発明の別の実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０の図２と
同様な断面図である。
【０１６８】
　この実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０は、図１～図６に示したバ
ッテリーパック温度制御・給電システム１０と基本的には同様な構成であり、同一の構成
部材には、同一の参照番号を付して、その詳細な説明を省略する。
【０１６９】
　この実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０では、図８に示したように
、ベーパーチャンバー１６が、板形状の側方ベーパーチャンバー１８を備えている。
　そして、ベーパーチャンバー本体部２０が、この側方ベーパーチャンバー１８とは別体
の、断面がＬ字形状の板形状の複数のベーパーチャンバー４２から構成されている。
【０１７０】
　すなわち、ベーパーチャンバー４２は、一端の端面を構成する側方ベーパーチャンバー
４２ａと、バッテリーセル１２の長さ方向に延び、バッテリーセル１２と略同じ形状の板
状のベーパーチャンバー本体部４２ｂが備えられている。
　なお、図８に示したように、上端部のベーパーチャンバー４２は、板形状のベーパーチ
ャンバー４２ｄとなっている。
【０１７１】
　このように構成することによって、断面がＬ字形状の板形状の複数のベーパーチャンバ
ー４２を積層することによって、これらの複数のベーパーチャンバー４２の間隙Ｓに、バ
ッテリーセル１２を積層することができ、組み立てが容易で、製造工程も複雑化すること
なく、コストを低減することができる。
【０１７２】
　しかも、ベーパーチャンバー４２の断面がＬ字形状の一端部分（側方ベーパーチャンバ
ー４２ａ）で、熱電素子２４が密着する側方ベーパーチャンバー１８に密着する端面４２
ｃを一体的に構成でき、熱電素子２４との間の伝熱効果にさらに優れ、加熱、冷却効率に
優れる。
（実施例４）
【０１７３】
　図９は、本発明の別の実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０の図２と
同様な断面図である。
【０１７４】
　この実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０は、図８に示したバッテリ
ーパック温度制御・給電システム１０と基本的には同様な構成であり、同一の構成部材に



(20) JP 2017-126418 A 2017.7.20

10

20

30

40

50

は、同一の参照番号を付して、その詳細な説明を省略する。
【０１７５】
　この実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０では、図９に示したように
、側方ベーパーチャンバー１８が、熱電素子２４側に密着する側方ベーパーチャンバー密
着本体部１８ａと、この側方ベーパーチャンバー密着本体部１８ａから延設して形成され
、バッテリーセルの長さ方向に延びる温度差用ベーパーチャンバー延設部１８ｂとから構
成されている。
【０１７６】
　これにより、熱電素子２４のヒートシンク部２６側の温度と、熱電素子２４の側方ベー
パーチャンバー密着本体部１８ａの一端の端面に密着する側の温度との間の温度差に基づ
いて、熱電素子２４に起電力を生じさせて、この電力をバッテリーセル１２、その他の電
気部品の充電などに利用するように構成されている。
【０１７７】
　このように構成することによって、側方ベーパーチャンバー密着本体部１８ａから延設
して形成され、バッテリーセル１２の長さ方向に延びる温度差用ベーパーチャンバー延設
部１８ｂによって、例えば、エアコンによる暖房または冷房の温度、車体などの外気の温
度が側方ベーパーチャンバー１８に伝達されやすくなる。
【０１７８】
　その結果、この温度差用ベーパーチャンバー延設部１８ｂの温度と、熱電素子２４の側
方ベーパーチャンバー密着本体部１８ａの一端の端面に密着する側の温度との間の温度差
に基づいて、より高い起電力が発生することになる。
【０１７９】
　これにより、この高い電力を、バッテリーセル１２の充電や、例えば、ＬＥＤヘッドラ
イトなどのその他の電気部品の充電などに利用することができ、極めて便利である、バッ
テリーセル１２の充電効率もさらに向上する。
【０１８０】
　また、この実施例の場合、バッテリー部２２、熱電素子２４、ヒートシンク部２６、な
らびに、ファン部３２が、外箱ケース４４に収容され、ファン部３２から、外気や、エア
コンなどの暖気、冷気を取り入れることができるような構成となっている。
【０１８１】
　そして、温度差用ベーパーチャンバー延設部１８ｂは、図９に示したように、外箱ケー
ス４４の開口部４４ａから、外部に露出するように構成されている。
　これにより、温度差用ベーパーチャンバー延設部１８ｂの温度と、熱電素子２４の側方
ベーパーチャンバー密着本体部１８ａの一端の端面に密着する側の温度との間の温度差が
大きくなって、高い起電力が得られることになる。
【０１８２】
　その結果、この高い電力を、バッテリーセル１２の充電や、例えば、ＬＥＤヘッドライ
トなどのその他の電気部品の充電などに利用することができ、極めて便利である、バッテ
リーセル１２の充電効率もさらに向上する。
【０１８３】
　なお、図示しないが、温度差用ベーパーチャンバー延設部１８ｂは、図９に示したよう
に、外箱ケース４４の外部に露出するのではなく、外箱ケース４４内に収容されるように
しても良い。
【０１８４】
　例えば、金属製の熱伝導性の良好な材料から構成される、外箱ケース４４から直接伝達
される、温度差用ベーパーチャンバー延設部１８ｂの温度と、熱電素子２４の側方ベーパ
ーチャンバー密着本体部１８ａの一端の端面に密着する側の温度との間の温度差により、
起電力を生じさせることも可能である。
（実施例５）
【０１８５】
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　図１０（Ａ）は、本発明の別の実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０
のヒートシンク部２６の別の実施例を示す分解断面図、図１０（Ｂ）は、図１０（Ａ）に
示したヒートシンク部２６の組み立てた状態を説明する断面図である。
【０１８６】
　この実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０では、ヒートシンク部２６
が、複数の矩形形状のヒートシンク体４６から構成されている。
【０１８７】
　この実施例のヒートシンク体４６は、嵌合用突設部４８を備えたヒートシンク体４６ａ
と、嵌合用凹部５０を備えたヒートシンク体４６ｂとから構成されている。
【０１８８】
　そして、これらのヒートシンク体４６ａの嵌合用突設部４８を、ヒートシンク体４６ｂ
の嵌合用凹部５０に嵌着することによって、一つのヒートシンク体４６が構成されている
。
【０１８９】
　なお、この実施例の場合には、２つのヒートシンク体４６ａ、ヒートシンク体４６ｂと
したが、その数は限定されるものではなく、バッテリー部２２などのサイズに応じて適宜
組み合わせるようにしても良い。
　また、一つのヒートシンク体４６から構成することももちろん可能である。
【０１９０】
　また、ヒートシンク体４６ａ、ヒートシンク体４６ｂには、それぞれ、ヒートシンク体
４６の幅方向に延びる一定間隔離間して形成された複数のベーパーチャンバー５２を備え
ている。
【０１９１】
　このように、ヒートシンク部２６が、ベーパーチャンバー５２を備えることによって、
このヒートシンク部２６のベーパーチャンバー５２により、熱電素子２４、ベーパーチャ
ンバー１６、バッテリーセル１２への伝熱効率が向上することになって、加熱、冷却を効
率的に行うことができ、加熱効率、冷却効率に極めて優れ、バッテリー性能が安定化した
バッテリーパック温度制御・給電システムを提供することができる。
【０１９２】
　なお、この実施例の場合には、２つのヒートシンク体４６ａ、ヒートシンク体４６ｂと
したが、その数は限定されるものではなく、バッテリー部２２などのサイズに応じて適宜
組み合わせるようにしても良い。
　また、一つのヒートシンク体４６から構成することももちろん可能である。
【０１９３】
　なお、この実施例の場合には、ヒートシンク部２６が、ベーパーチャンバー５２を備え
るようにしたが、図示しないが、ヒートシンク部２６自体をベーパーチャンバーから構成
することも可能である。
【０１９４】
　以上、本発明の好ましい実施の態様を説明してきたが、本発明はこれに限定されること
はなく、上記の実施例のバッテリーパック温度制御・給電システム１０では、バッテリー
セル１２として、平面視で矩形形状の板状のバッテリーセル１２とし、このバッテリーセ
ル１２の形状に対応するように、ベーパーチャンバー１６のベーパーチャンバー本体部２
０も、平面視で矩形形状の板状のベーパーチャンバー本体部２０とした。
【０１９５】
　しかしながら、バッテリーセル１２として、平面視で、例えば、円形などのバッテリー
セル１２を用いることができ、これに応じて、このバッテリーセル１２の形状に対応する
ように、ベーパーチャンバー１６のベーパーチャンバー本体部２０も形状を選択すれば良
い。
【０１９６】
　また、本発明のバッテリーパック温度制御・給電システム１０は、例えば、電気自動車
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（ＥＶ）、ハイブリッド自動車（ＨＶ）、プラグインハイブリッド自動車（ＰＨＶ）など
、ニッケル水素電池やリチウムイオン電池などのバッテリーを備えた、その他の各種のバ
ッテリー駆動の機器に広く用いることができるなど本発明の目的を逸脱しない範囲で種々
の変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１９７】
　本発明は、バッテリーパック温度制御・給電システムに関し、例えば、電気自動車（Ｅ
Ｖ）、ハイブリッド自動車（ＨＶ）、プラグインハイブリッド自動車（ＰＨＶ）など、ニ
ッケル水素電池やリチウムイオン電池などのバッテリーを備えた、各種のバッテリー駆動
の機器に用いられているバッテリーパック温度制御・給電システムに適用することができ
る。
【０１９８】
　また、本発明は、特に、このようなバッテリーパック温度制御・給電システムにおいて
、バッテリーセルに対して、加熱、冷却、充電が可能なバッテリーパック温度制御・給電
システムに適用することができる。
【符号の説明】
【０１９９】
１０　　バッテリーパック温度制御・給電システム
１２　　バッテリーセル
１４　　ベーパーチャンバー
１４ａ　　側方ベーパーチャンバー
１４ｂ　　ベーパーチャンバー本体部
１４ｃ　　端面
１６　　ベーパーチャンバー
１８　　側方ベーパーチャンバー
１８ａ　　側方ベーパーチャンバー密着本体部
１８ｂ　　温度差用ベーパーチャンバー延設部
２０　　ベーパーチャンバー本体部
２２　　バッテリー部
２４　　熱電素子
２６　　ヒートシンク部
２８　　基端部
３０　　フィン
３２　　ファン部
３２ａ　　羽根
３４　　制御装置
３６　　電源
３８　　温度センサー
４０　　電力供給ライン
４２　　ベーパーチャンバー
４２ａ　　側方ベーパーチャンバー
４２ｂ　　ベーパーチャンバー本体部
４２ｃ　　端面
４２ｄ　　ベーパーチャンバー
４４　　外箱ケース
４４ａ　　開口部
４６、４６ａ、４６ｂ　　ヒートシンク体
４８　　嵌合用突設部
５０　　嵌合用凹部
５２　　ベーパーチャンバー
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１００　　バッテリーシステム
１０２　　バッテリーセル
１０４　　冷却部材
１０６　　熱放出フィン
１０８　　クーラント導管
２００　　バッテリーシステム
２０２　　密閉型ハウジング
２０４　　送風機
２０６　　バッテリーパック
２０８　　熱電素子
２１０　　通気ホール
２１２　　バッテリーセル
３００　　バッテリーシステム
３０２　　筐体
３０４　　入口パイプ
３０６　　ファン
３０８　　出口パイプ
３１０　　バッテリーモジュール
３１０ａ～３１０ｆ　　バッテリーモジュール
３１２　　受熱板
３１４　　ヒートパイプ
３１４ａ～３１４ｃ　　ヒートパイプ
３１６　　熱電素子部材
３１８　　フィン
３２０　　ヒートシンク
３２０ａ　　　　基部
３２２　　冷却媒体通路
３２４、３２６　　内側受熱板
３２８、３３０　　外側受熱板
３３２　　溝
３３６ａ、３３６ｂ　　溝
４００　　バッテリーシステム
４０２　　バッテリーセル
４０４　　バッテリー
４０６　　ヒートパイプ
４１０　　フィン
Ｓ　　間隙
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